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住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険
証
の
色
が

『
う
す
い
緑
色
』に
変
わ
り
ま
す

の

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
つ
い
て

　　　
平
成
29
年
７
月
31
日
の
有
効
期
限
満
了
に
伴
い
、

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証（
保
険
証
）を
更
新

し
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は『
う
す
い
緑
色
』で
す
。７
月
中

旬
頃
か
ら
順
次
、簡
易
書
留
郵
便
で
郵
送
す
る
予

定
で
す
。

　
７
月
１
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま
す
の
で
、お
手
元

に
届
き
次
第
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証（
う
す
い
オ
レ
ン
ジ
色
）

は
、８
月
か
ら
は
お
使
い
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
、ご

自
分
で
破
棄
さ
れ
る
か
、住
民
福
祉
課
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

※

平
成
29
年
度
住
民
税
の
課
税
所
得
に
よ
り
、一
部

負
担
金
の
割
合
が
変
更
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
例
）今
ま
で
１
割
だ
っ
た
方
が
３
割
負
担
に
変
更
と

な
る
場
合「
３
割（
平
成
29
年
７
月
31
日
ま
で
は
１

割
）」と
表
示
さ
れ
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、加
入
者
一
人
ひ
と

り
か
ら
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
が
、大
切
な
医
療
費
の

財
源
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
算
定
方
法

　
保
険
料
は
、被
保
険
者
全
員
が
等
し
く
負
担
す

る「
均
等
割
額
」と
、所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る「
所

得
割
額
」を
合
計
し
た
額
に
な
り
ま
す（
年
間
保
険

料
は
57
万
円
を
超
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　「
均
等
割
額
」と「
所
得
割
率
」は
、県
内
均
一に
設

定
し
、２
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。

保
険
料
の
軽
減
措
置

均
等
割
額
の
軽
減

　
所
得
の
低
い
世
帯
の
方
は
、

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て

保
険
料
の
均
等
割
額
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

所
得
割
額
の
軽
減

　
平
成
28
年
中
の
所
得
金
額

か
ら
基
礎
控
除
額（
33
万
円
）

を
差
し
引
い
た
総
所
得
金
額

が
58
万
円（
年
金
収
入
２
１
１

万
円
）を
超
え
な
い
方
は
、所

得
割
額
が
２
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

被
用
者
保
険（
社
会
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
）の

被
扶
養
者
に
対
す
る
軽
減

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前
日
に
、被

用
者
保
険（
社
会
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
）の
被
扶

区分 平成26・27年度 平成28・29年度 比較

８．５５％

４４，７３０円

所得割率

均等割額

８．９３％

４４，１７７円

＋０．３８％

－５５３円

養
者
で
あ
っ
た
方
は
、保
険
料
の
均
等
割
額
が
７
割

軽
減
さ
れ
、所
得
割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
く
わ
し
く
は
、７
月
に
郵
送
す
る
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
と一緒
に
送
付
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
め
方
に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
め
方
は
、年
金
か

ら
の
天
引
き
に
よ
る
特
別
徴
収
と
、窓
口
納
付
や
口

座
振
替
に
よ
る
普
通
徴
収
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

特
別
徴
収

　
年
金
支
給
額
が
年
額
18
万
円
以
上
で
、後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
と
の
合
計
額

が
、年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
方
は
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す（
お
申
出
に
よ
り
、口
座

振
替
え
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）。

普
通
徴
収

　
特
別
徴
収
以
外
の
方
や
新
規
に
資
格
を
取
得
さ

れ
た
方（
年
金
天
引
き
が
始
ま
る
ま
で
の
間
）は
窓

口
納
付
や
口
座
振
替
に
よ
る
方
法
で
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、本
人
の
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
免
除（
全
額
免
除・一
部
免
除
）申
請

　
本
人
、配
偶
者
、世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
、失
業
等
の
事
由
が
あ
る

場
合
に
、保
険
料
が
全
額
ま
た
は
一
部
免
除
と
な
り

ま
す
。

②
納
付
猶
予
申
請

　
本
人
、配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
に
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
28
年
７
月
１
日
か
ら
納
付
猶
予
制
度
の
対

象
年
齢
が
20
歳
か
ら
50
歳
ま
で
と
な
り
ま
し
た（
以

前
は
、20
歳
か
ら
30
歳
ま
で
で
し
た
）。

※

付
加
年
金
ま
た
は
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
場

合
、免
除
等
が
承
認
さ
れ
る
と
脱
退
と
な
り
ま
す
。

◆
免
除 

・猶
予
の
期
間

　
申
請
時
点
の
２
年
１
ヵ
月
前
の
月
〜
平
成
30
年
６

月
ま
で

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

　
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
に
保
険
料
を

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、万
一、障
害
や
死
亡
と

いっ
た
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
時
に「
障
害
年
金
」や

「
遺
族
年
金
」を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る

場
合

　
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、将
来
受

け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。こ
れ
を
補
う

た
め
に
、10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、あ
と
か
ら
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

免
除
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　
く
わ
し
く
は
、住
民
福
祉
課
ま
た
は
田
辺
年
金
事

務
所（
℡
26
|
０
４
３
２
）ま
で
。

　
　

　
８
月
か
ら
、次
の
各
福
祉
医
療
の
受
給
者
証
が
新

し
く
切
り
替
え
に
な
り
ま
す（
有
効
期
限
は
１
年

間
）。

●
老
人
医
療

●
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者（
対
象
は
70
〜
74

歳
）

●
重
度
心
身
障
が
い
児（
者
）

●
ひ
と
り
親
家
庭

　
新
し
い
受
給
者
証
を
、７
月
中
に
お
渡
し
し
ま
す

（
郵
送
ほ
か
）。

　
古
い
受
給
者
証
は
、自
分
で
破
棄
す
る
か
住
民
福

祉
課
へ
返
し
て
く
だ
さ
い
。
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、次
の
各
福
祉
医
療
の
受
給
者
証
が
新

し
く
切
り
替
え
に
な
り
ま
す（
有
効
期
限
は
１
年

間
）。

●
老
人
医
療

●
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者（
対
象
は
70
〜
74

歳
）

●
重
度
心
身
障
が
い
児（
者
）

●
ひ
と
り
親
家
庭

　
新
し
い
受
給
者
証
を
、７
月
中
に
お
渡
し
し
ま
す

（
郵
送
ほ
か
）。

　
古
い
受
給
者
証
は
、自
分
で
破
棄
す
る
か
住
民
福

祉
課
へ
返
し
て
く
だ
さ
い
。

免除の種類等 保険料額（月額）
（平成29年度）

受け取れる
年金額の割合※

※平成21年４月分以降の保険料で、通常納付の場合を「１」としたときの
　割合です。

通常納付の場合

全 額 免 除

3 / 4 免 除

半 額 免 除

1 / 4 免 除

納 付 猶 予

16,490円

0円

4,120円

8,250円

12,370円

0円

（全額）

（1/4納付）

（1/2納付）

（3/4納付）

1

1 / 2

5 / 8

3 / 4

7 / 8

－

免除の種類と保険料額、年金受取額の割合
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生
活
環
境
課
・
下
水
道
係（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら

生
活
環
境
課
・
下
水
道
係（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら

　　
み
な
べ
町
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、事
業
の
認
可

対
象
区
域
に
住
む
皆
さ
ん
に
必
要
な
経
費
の一部
を

負
担
し
て
も
ら
って
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
受
益

者
負
担
と
い
い
ま
す
。

　
今
年
度

は
、平
成
27

年
度
〜
28
年

度
中
に
桝
の

設
置
が
済
ん

だ
区
域
の
方

に
納
付
し
て

い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま

す
。

　
対
象
区
域

の
皆
さ
ん
に

は
、７
月
初
め

に
納
付
書
を

送
付
し
ま
す

の
で
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し

ま
す
。

■
対
象
地
域
　

堺
、埴
田
、気
佐
藤
の
そ
れ
ぞ
れ一部

■
受
益
者
負
担
金
の
額

　
１
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
５
０
０
円×

土
地
の
面
積

■
納
付
方
法

　
次
の
い
ず
れ
か
納
め
や
す
い
方
法
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
分
割
納
付
↓
平
成
29
年
度
〜
31
年
度
ま
で
の
３

年
間（
年
に
４
回
納
付
、合
計
12
回
）

◎
一括
納
付
↓
前
納
報
奨
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。上

表
の
と
お
り
で
す
。

■
納
付
期
限（
初
回
分・全
期
分
）

７
月
31
日（
月
）

■
納
付
場
所
　

町
が
指
定
し
た
各
金
融
機
関

　
な
お
、平
成
27
年
度
、ま
た
は
28
年
度
か
ら
分
割

納
付
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、引
き
続
き
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

 

　
和
歌
山
県
下
水
道
協
会
は
、平
成
29
年
度
和
歌

山
県
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
者
の
資
格
認
定

試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

 

・ 

試
験
日
　
平
成
29
年
11
月
19
日（
日
）

 

・ 

試
験
場
所
　
和
歌
山
商
工
会
議
所（
和
歌
山
市

西
汀
丁
36
）

※

10
月
28
日（
土
）、同
会
場
に
て
希
望
者
に
受
験
講

習
を
実
施
し
ま
す
。

 

・ 

申
込
書
配
布
期
間

　
８
月
１
日（
火
）〜
９
月
１
日（
金
）ま
で

 

・ 

申
込
書
受
付
期
間

　
８
月
21
日（
月
）〜
９
月
１
日（
金
）

 

・ 

申
込
書
配
布・受
付
場
所

　
和
歌
山
県
下
水
道
協
会
試
験
等
運
営
委
員
会
事

務
局（
和
歌
山
市
建
設
局
下
水
道
部
下
水
道
経
営

課
内
　
℡
０
７
３
|
４
３
５
|
１
０
９
３
）、ま
た
は

み
な
べ
町
役
場
生
活
環
境
課
ま
で
。

　　
御
坊
市
と
日
高
郡
の
自
治
体
で
は
共
同
の
消
費

生
活
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。専
門
の
相
談
員

が
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
日
高
地
域
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
日
時
　
平
日（
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
場
所
　
御
坊
市
役
所
１
階

●
巡
回
相
談
窓
口（
月
２
回
各
町
で
窓
口
を
開
設
）

※

く
わ
し
く
は
、今
月
の
広
報
紙
と
一
緒
に
お
届
け

し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
に
は

前
納
報
奨
金
制
度
が
あ
り
ま
す

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格

認
定
共
通
試
験
の
お
知
ら
せ

日
高
地
域
消
費
生
活
相
談
窓
口
と

巡
回
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
計
量
器

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。計
量
器
は
正
確
に
計
量
で
き
、

正
し
く
使
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
お
店
や
学
校・病
院
な

ど
で
取
引
や
証
明
に
使

用
す
る
は
か
り
は
、そ
の

精
度
の
維
持
の
た
め
計

量
法
で
２
年
に
１
度
、県

が
実
施
す
る
定
期
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、み
な
べ
町
内

の「
は
か
り
」に
つ
い
て
、

下
記
の
日
程
で
定
期
検

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
必
ず
受
検
し
て
く
だ

さ
い
。（
検
査
に
は
、手
数

料
が
か
か
り
ま
す
。）

　
詳
し
く
は
、県
商
工
観
光
労
働
総
務
課（
℡
０
７

３
|
４
４
１
|
２
７
１
３
）ま
た
は
産
業
課
へ
。

　　　
介
護
保
険
は
、40
歳
以
上
の
方
が
加
入
者
と
な

り
、介
護
や
支
援
が
必
要
と
な
っ
た
時
に
各
種
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
場
合
は
、役
場
健
康
長
寿
課

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
℡
７
４
|
８
０
６
５
）

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
内
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
負
担
割
合
証
の
発
行
に
つ
い
て

　
要
介
護・要
支
援
認
定
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
、

総
合
事
業
対
象
者
の
方
に
つい
て
は
、新
し
い
負
担
割

合
証
を
７
月
中
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、被
保
険
者

証
と
併
せ
て
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

②
負
担
限
度
額
認
定
証
の
発
行
に
つ
い
て

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
所
し
た

際
に
非
課
税
世
帯（
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
）で
預
貯
金
等
の
要
件
に

該
当
さ
れ
た
場
合
に
、食
費
及
び
部
屋
代
の
負
担
軽

減
を
受
け
ら
れ
ま
す
。現
在
発
行
し
て
い
る
負
担
限

度
額
認
定
証
に
つ
い
て
期
限
が「
平
成
29
年
７
月
31

日
」と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、更
新
の
ご
案
内
を
６

月
下
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
添
付
書
類（
預
貯
金
等
確
認
で
き
る
書
類
等
）と

一緒
に
申
請
書
を
７
月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負
担
軽
減
確
認
証
の

発
行
に
つ
い
て

　
低
所
得
の
方
な
ど
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
う
社
会
福
祉
法
人
等
が
、要
件
に
該
当
す
る

方
に
利
用
者
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
。

　
現
在
発
行
し
て
い
る
確
認
証
に
つ
い
て
、期
限
が

「
平
成
29
年
７
月
31
日
」と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

更
新
の
ご
案
内
を
６
月
下
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
添
付
書
類（
世
帯
全
員
の
預
貯
金
等
確
認
で
き

る
書
類
等
）と
一
緒
に
申
請
書
を
７
月
中
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

④
７
月
は
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）第
１
期
の
納

期
で
す

　
７
月
は
65
歳
以
上
の
方
に
支
払
っ
て
い
た
だ
く
介

護
保
険
料
の
普
通
徴
収
の
方
の
第
１
期
の
納
期
で
す

（
普
通
徴
収
と
は
、自
分
で
金
融
機
関
等
へ
納
付
す

る
方
法
で
す
）。

　
65
歳
以
上
の
方
に
納
め
て
い
た
だ
く
介
護
保
険
料

は
、原
則
と
し
て
各
年
金
か
ら
天
引
き（
特
別
徴
収
）

さ
れ
ま
す
。

■
普
通
徴
収
で
納
め
て
い
た
だ
く
の
は
主
に
次
の

よ
う
な
方
で
す

◆
老
齢
年
金
な
ど
の
月
額
が
１
万
５
０
０
０
円
未
満

（
年
額
18
万
円
未
満
）で
あ
る
方

◆
平
成
29
年
４
月
か
ら
６
月
の
間
に
65
歳
に
な
っ
た

方
、ま
た
は
年
度
途
中
で
転
入
し
て
き
た
方

　
納
付
対
象
の
方
に
は
、７
月
中
頃
納
付
通
知
書
を

お
届
け
し
ま
す
の
で
、納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
第
２
期
以
降
の
納
期
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

▼
２
期
＝
８
月
　
▼
３
期
＝
９
月
　
▼
４
期
＝
10
月

▼
５
期
＝
11
月
　
▼
６
期
＝
12
月
　
▼
７
期
＝
翌
年

１
月
　
▼
８
期
＝
翌
年
２
月

■
７
月
以
降
に
65
歳
に
な
る
方
へ

　
誕
生
月
の
翌
月
に
保
険
料
決
定
通
知
書
及
び
納

付
通
知
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

納
付
に
は
確
実
・
便
利
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一括納付した場合の前納報奨金

※納付額は、受益者負担金から前納報奨金を引いた金額となります。

一括納付の方法

1 年 分 を 納 付

2 年 分 を 納 付

3 年 分 を 納 付

前納報奨金の計算式

受益者負担金額×1/3×3％

受益者負担金額×2/3×6％

受益者負担金額の10％

例えば、土地の面積が 
240㎡の場合の前報奨金  

（240㎡×500円＝120,000円）  
             ×1/3×3％＝1,200円  

（240㎡×500円）  
             ×2/3×6％＝4,800円  

（240㎡×500円）  
                 ×10％＝12,000円  

南部駅前駐車場

６月８日より供用開始し
ています。工事中は、ご
迷惑をおかけしました。
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計
量
器（
は
か
り
）の
定
期
検
査

　
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　　
み
な
べ
町
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、事
業
の
認
可

対
象
区
域
に
住
む
皆
さ
ん
に
必
要
な
経
費
の一部
を

負
担
し
て
も
ら
って
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
受
益

者
負
担
と
い
い
ま
す
。

　
今
年
度

は
、平
成
27

年
度
〜
28
年

度
中
に
桝
の

設
置
が
済
ん

だ
区
域
の
方

に
納
付
し
て

い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま

す
。

　
対
象
区
域

の
皆
さ
ん
に

は
、７
月
初
め

に
納
付
書
を

送
付
し
ま
す

の
で
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し

ま
す
。

■
対
象
地
域
　

堺
、埴
田
、気
佐
藤
の
そ
れ
ぞ
れ一部

■
受
益
者
負
担
金
の
額

　
１
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
５
０
０
円×

土
地
の
面
積

■
納
付
方
法

　
次
の
い
ず
れ
か
納
め
や
す
い
方
法
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
分
割
納
付
↓
平
成
29
年
度
〜
31
年
度
ま
で
の
３

年
間（
年
に
４
回
納
付
、合
計
12
回
）

◎
一括
納
付
↓
前
納
報
奨
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。上

表
の
と
お
り
で
す
。

■
納
付
期
限（
初
回
分・全
期
分
）

７
月
31
日（
月
）

■
納
付
場
所
　

町
が
指
定
し
た
各
金
融
機
関

　
な
お
、平
成
27
年
度
、ま
た
は
28
年
度
か
ら
分
割

納
付
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、引
き
続
き
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

 

　
和
歌
山
県
下
水
道
協
会
は
、平
成
29
年
度
和
歌

山
県
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
者
の
資
格
認
定

試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

 

・ 

試
験
日
　
平
成
29
年
11
月
19
日（
日
）

 

・ 

試
験
場
所
　
和
歌
山
商
工
会
議
所（
和
歌
山
市

西
汀
丁
36
）

※

10
月
28
日（
土
）、同
会
場
に
て
希
望
者
に
受
験
講

習
を
実
施
し
ま
す
。

 

・ 

申
込
書
配
布
期
間

　
８
月
１
日（
火
）〜
９
月
１
日（
金
）ま
で

 

・ 

申
込
書
受
付
期
間

　
８
月
21
日（
月
）〜
９
月
１
日（
金
）

 

・ 

申
込
書
配
布・受
付
場
所

　
和
歌
山
県
下
水
道
協
会
試
験
等
運
営
委
員
会
事

務
局（
和
歌
山
市
建
設
局
下
水
道
部
下
水
道
経
営

課
内
　
℡
０
７
３
|
４
３
５
|
１
０
９
３
）、ま
た
は

み
な
べ
町
役
場
生
活
環
境
課
ま
で
。

　　
御
坊
市
と
日
高
郡
の
自
治
体
で
は
共
同
の
消
費

生
活
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。専
門
の
相
談
員

が
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
日
高
地
域
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
日
時
　
平
日（
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
場
所
　
御
坊
市
役
所
１
階

●
巡
回
相
談
窓
口（
月
２
回
各
町
で
窓
口
を
開
設
）

※

く
わ
し
く
は
、今
月
の
広
報
紙
と
一
緒
に
お
届
け

し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

健
康
長
寿
課（
℡
７2
ー
２
５
４
４
）か
ら

健
康
長
寿
課（
℡
７2
ー
２
５
４
４
）か
ら

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
計
量
器

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。計
量
器
は
正
確
に
計
量
で
き
、

正
し
く
使
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
お
店
や
学
校・病
院
な

ど
で
取
引
や
証
明
に
使

用
す
る
は
か
り
は
、そ
の

精
度
の
維
持
の
た
め
計

量
法
で
２
年
に
１
度
、県

が
実
施
す
る
定
期
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、み
な
べ
町
内

の「
は
か
り
」に
つ
い
て
、

下
記
の
日
程
で
定
期
検

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
必
ず
受
検
し
て
く
だ

さ
い
。（
検
査
に
は
、手
数

料
が
か
か
り
ま
す
。）

　
詳
し
く
は
、県
商
工
観
光
労
働
総
務
課（
℡
０
７

３
|
４
４
１
|
２
７
１
３
）ま
た
は
産
業
課
へ
。

　　　
介
護
保
険
は
、40
歳
以
上
の
方
が
加
入
者
と
な

り
、介
護
や
支
援
が
必
要
と
な
っ
た
時
に
各
種
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
場
合
は
、役
場
健
康
長
寿
課

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
℡
７
４
|
８
０
６
５
）

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
内
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
負
担
割
合
証
の
発
行
に
つ
い
て

　
要
介
護・要
支
援
認
定
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
、

総
合
事
業
対
象
者
の
方
に
つい
て
は
、新
し
い
負
担
割

合
証
を
７
月
中
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、被
保
険
者

証
と
併
せ
て
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

②
負
担
限
度
額
認
定
証
の
発
行
に
つ
い
て

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
所
し
た

際
に
非
課
税
世
帯（
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
）で
預
貯
金
等
の
要
件
に

該
当
さ
れ
た
場
合
に
、食
費
及
び
部
屋
代
の
負
担
軽

減
を
受
け
ら
れ
ま
す
。現
在
発
行
し
て
い
る
負
担
限

度
額
認
定
証
に
つ
い
て
期
限
が「
平
成
29
年
７
月
31

日
」と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、更
新
の
ご
案
内
を
６

月
下
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
添
付
書
類（
預
貯
金
等
確
認
で
き
る
書
類
等
）と

一緒
に
申
請
書
を
７
月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負
担
軽
減
確
認
証
の

発
行
に
つ
い
て

　
低
所
得
の
方
な
ど
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
う
社
会
福
祉
法
人
等
が
、要
件
に
該
当
す
る

方
に
利
用
者
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
。

　
現
在
発
行
し
て
い
る
確
認
証
に
つ
い
て
、期
限
が

「
平
成
29
年
７
月
31
日
」と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

更
新
の
ご
案
内
を
６
月
下
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
添
付
書
類（
世
帯
全
員
の
預
貯
金
等
確
認
で
き

る
書
類
等
）と
一
緒
に
申
請
書
を
７
月
中
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

④
７
月
は
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）第
１
期
の
納

期
で
す

　
７
月
は
65
歳
以
上
の
方
に
支
払
っ
て
い
た
だ
く
介

護
保
険
料
の
普
通
徴
収
の
方
の
第
１
期
の
納
期
で
す

（
普
通
徴
収
と
は
、自
分
で
金
融
機
関
等
へ
納
付
す

る
方
法
で
す
）。

　
65
歳
以
上
の
方
に
納
め
て
い
た
だ
く
介
護
保
険
料

は
、原
則
と
し
て
各
年
金
か
ら
天
引
き（
特
別
徴
収
）

さ
れ
ま
す
。

■
普
通
徴
収
で
納
め
て
い
た
だ
く
の
は
主
に
次
の

よ
う
な
方
で
す

◆
老
齢
年
金
な
ど
の
月
額
が
１
万
５
０
０
０
円
未
満

（
年
額
18
万
円
未
満
）で
あ
る
方

◆
平
成
29
年
４
月
か
ら
６
月
の
間
に
65
歳
に
な
っ
た

方
、ま
た
は
年
度
途
中
で
転
入
し
て
き
た
方

　
納
付
対
象
の
方
に
は
、７
月
中
頃
納
付
通
知
書
を

お
届
け
し
ま
す
の
で
、納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
第
２
期
以
降
の
納
期
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

▼
２
期
＝
８
月
　
▼
３
期
＝
９
月
　
▼
４
期
＝
10
月

▼
５
期
＝
11
月
　
▼
６
期
＝
12
月
　
▼
７
期
＝
翌
年

１
月
　
▼
８
期
＝
翌
年
２
月

■
７
月
以
降
に
65
歳
に
な
る
方
へ

　
誕
生
月
の
翌
月
に
保
険
料
決
定
通
知
書
及
び
納

付
通
知
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

納
付
に
は
確
実
・
便
利
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

検査の日程・場所
日　程

7月26日（水） 13：00～14：0014：30～15：30
10：30～12：00
13：30～16：00
10：30～12：00
13：00～15：30

7月27日（木）

7月28日（金）

時　間 場　所

役場

清川公民館
高城公民館
岩代公民館
中央公民館
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総
務
課 

検
査
室（
℡
７2
ー
２
１
４
２
）か
ら

総
務
課 

検
査
室（
℡
７2
ー
２
１
４
２
）か
ら

平
成
28
年
度
公
共
事
業
に
関
し

入
札
状
況
審
査
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

小
型
特
殊
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は

　
　
　
　
申
告
が
必
要
で
す

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら

　
平
成
28
年
度
入
札
状
況
審
査
委
員
会
を
開
催

し
、平
成
28
年
度
に
お
け
る
公
共
事
業
の
発
注
状
況

に
つ
い
て
、町
か
ら
報
告
し
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら
委

員
会
が
抽
出
し
た
工
事
３
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

た
。

委
員
会
で
の
質
疑（
抜
粋
）

①
み
な
べ
町
津
波
避
難
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事（
総

合
評
価
落
札
方
式
）に
つ
い
て

問
　
予
定
価
格
は
事
前
公
表
か
。

答
　
事
前
公
表
し
て
い
ま
す
。

問
　
落
札
決
定
基
準
に
お
け
る
継
続
教
育
等
は
自

　
　
己
申
告
か
。

答
　
継
続
教
育
は
建
築
士
会
等
か
ら
の
証
明
書
が

　
　
発
行
さ
れ
る
た
め
そ
の
提
出
を
も
っ
て
確
認
し

　
　
て
い
ま
す
。

問
　
特
殊
工
事
等
に
お
い
て
技
術
提
案
等
を
求
め

　
　
る
基
準
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

　
　
国
や
県
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
　
正
直
な
と
こ
ろ
技
術
者
も
不
足
し
て
お
り
難

　
　
し
い
部
分
も
あ
る
が
、検
討
し
て
い
く
必
要
は

　
　
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
業
者
に
も
技
術
力
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
の
で

　
　
方
式
と
し
て
は
大
変
良
い
と
思
う
が
。

答
　
今
後
も
多
様
な
入
札
方
式
を
取
り
入
れ
、よ

　
　
り
良
い
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
み
な
べ
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
外
壁
等
改
修
工

事
に
つ
い
て

問
　
建
築
年
数
は
。

答
　
平
成
10
年
９
月
に
竣
工
し
て
い
ま
す
。

問
　
建
築
当
時
と
同
じ
材
料
等
が
あ
っ
た
の
か
。

答
　
全
く
同
じ
も
の
が
な
く
色
合
わ
せ
等
に
も
時

　
　
間
を
要
し
ま
し
た
。

問
　
部
分
的
な
補
修
で
は
根
本
的
な
解
決
に
な
ら

　
　
な
い
の
で
は
。

答
　
予
算
面
も
あ
り
大
規
模
な
改
修
は
難
し
い
面

　
　
も
あ
る
が
、今
後
も
長
く
利
用
す
る
う
え
で
必

　
　
要
で
あ
る
の
で
、計
画
的
に
実
施
し
た
い
。

③
鶴
の
湯
温
泉
給
湯
設
備
改
修
工
事
に
つ
い
て

問
　
ボ
イ
ラ
ー
設
備
は
、ほ
と
ん
ど
の
温
泉
施
設
に

　
　
あ
る
の
か
。

答
　
よ
く
あ
る
チ
ッ
プ
等
を
使
用
す
る
も
の
だ
と
加    

　
　
工
に
経
費
も
か
か
る
が
、こ
の
ボ
イ
ラ
ー
は
シ
ン

　
　
プ
ル
に
薪
を
使
う
仕
組
み
で
す
。

問
　
梅
の
剪
定
柴
等
も
使
え
る
の
か
。

答
　
使
え
な
く
は
な
い
が
、剪
定
柴
は
油
分
が
多
く

　
　
煤
が
出
る
の
で
窯
を
傷
め
る
原
因
に
も
な
る
た

　
　
め
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
間
伐
材
も
少
し
高
額
に
な
って
き
て
い
る
が
。

答
　
確
か
に
そ
う
で
す
が
経
費
面
だ
け
で
は
な
く

　
　
間
伐
材
の
利
用
に
よ
り
山
里
の
資
源
を
活
用

　
　
す
る
意
味
で
の
効
果
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

問
　
能
力
は
。

答
　
冬
場
で
１
㎥
を
２
日
ほ
ど
で
燃
や
し
ま
す
。夏

　
　
場
は
も
う
少
し
少
な
く
な
る
と
想
定
し
て
い

　
　
ま
す
。

問
　
耐
用
年
数
は
。

答
　
15
年
程
度
で
す
。

※

入
札
状
況
審
査
委
員
会
の
議
事
概
要
に
つ
い
て

は
、検
査
室
に
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

　　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
乗
用
装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク

タ
ー・コ
ン
バ
イ
ン・田
植
機
等
は
、小
型
特
殊
自
動
車

に
該
当
し
、軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
小
型
特
殊
自
動
車
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、軽

自
動
車
税
の
申
告
を
し
て
、公
道
走
行
の
有
無
に
関

係
な
く
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

申
告
に
必
要
な
書
類
等

１
． 販
売
店
か
ら
購
入
の
場
合

　
①
所
有
者
の
印
鑑

　
②
販
売
証
明
書（
販
売
店
の
押
印
、車
台
番
号
、

　
　
メ
ー
カ
ー
等
の
記
載
が
あ
る
も
の
）

２
．１
以
外
の
場
合

　
譲
り
受
け
た
り
、以
前
か
ら
所
有
し
て
い
る
方
な

ど
は
、税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

小
型
特
殊
自
動
車
の
種
類
は
、道
路
運
送
車
両

法
施
行
規
則
で
決
ま
って
い
ま
す
。
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※
納
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

納
付
に
は
確
実・便
利
な
口
座
振
替
を
御
利
用
く
だ

さ
い
。

　
町
県
民
税
は
、町
民
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
と
密

接
に
結
び
付
い
た
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に

必
要
な
財
源
で
す
。

町
県
民
税（
普
通
徴
収
）の
納
期

　
個
人
の
町
県
民
税
の
納
付
方
法
に
は
、給
与・年

金
か
ら
天
引
き
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
特
別
徴
収
と

納
税
通
知
書
に
よ
っ
て
支
払
っ
て
い
た
だ
く
普
通
徴

収
が
あ
り
ま
す
。

　
普
通
徴
収
の
納
期
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

▼
１
期
＝
７
月
　
▼
２
期
＝
８
月
　

▼
３
期
＝
10
月
　
▼
４
期
＝
翌
年
１
月

　　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、国
保
に
加
入
し
て
い

る
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
国
保
税
は
、加
入
者
の
み
な
さ
ん
が
使
っ
た
医
療

費
の
保
険
負
担
分
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
、介

護
保
険
へ
の
納
付
金
な
ど
の
支
出
合
計
額
か
ら
、国・

県
か
ら
の
交
付
金・補
助
金
な
ど
を
除
い
た
額
を
、保

険
税
と
し
て
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
税
率
は
、国
保
運
営
協
議
会
で
審

議
後
、第
２
回
定
例
町
議
会
で
可
決
さ
れ
、決
定
し

ま
し
た
。左
表
の
と
お
り
で
す
。

国
保
税
の
課
税
方
法

　
国
保
税
は
、国
保
加
入
世
帯
員
の
所
得
や
資
産
、

人
数
な
ど
に
応
じ
て
世
帯
に
課
税
さ
れ
、世
帯
主
が

納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す（
国
保
加
入
者
で
あ
る

な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、原
則
と
し
て
世
帯
主
に
国
保

税
を
納
め
る
義
務
が
あ
り
ま
す
）。

　
な
お
、国
保
加
入
者
の
各
年
齢
層
の
課
税
方
法
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
国
保
加
入
の
40
歳
未
満
の
方

　
医
療
保
険
分
＋
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
が
課
税
さ

れ
ま
す
。【
年
度
途
中
で
40
歳
に
な
る
方
は
、誕
生
月

分
か
ら
介
護
保
険
分
も
合
わ
せ
て
課
税
さ
れ
ま
す
】

②
国
保
加
入
の
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方（
介
護

保
険
の
第
２
号
被
保
険
者
）

　
医
療
保
険
分+

後
期
高
齢
者
支
援
金
分+

介
護

保
険
分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。【
年
度
途
中
で
65
歳
に

な
る
方
は
、誕
生
月
の
前
月
分
ま
で
の
介
護
保
険
分

が
国
保
税
と
し
て
２
月
ま
で
の
納
期
に
分
け
て
課
税

さ
れ
ま
す（※

誕
生
月
以
降
は
介
護
保
険
料
と
し
て

別
途
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
）】

③
国
保
加
入
の
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方（
介
護

保
険
の
第
１
号
被
保
険
者
）

　
医
療
保
険
分
＋
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
が
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
は
別
途
、原
則
と
し
て
年
金
か
ら
差

し
引
か
れ
ま
す
。

●
所
得
が一定
の
基
準
に
該
当
す
れ
ば
国
保
税
の
軽

減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

７
月
に
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　
町
県
民
税・固
定
資
産
税・国
保
税

町
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

医 療 保 険 分

介 護 納 付 金 分

後 期 高 齢 者
支 援 金 分

所得割額
区　分

資産割額 被保険者均等割額 世帯別平等割額

28年度 29年度 28年度 29年度 28年度 29年度 28年度 29年度

6.60％

2.30％

2.15％

6.41％

1.77％

1.81％

18.00％

12.80％

11.55％

17.00％

11.00％

11.00％

23,700円

11,400円

12,700円

23,200円

11,000円

12,500円

23,700円

11,200円

8,000円

22,800円

10,800円

7,800円

国民健康保険税の改定

※一般に市販されている清酒
やワインは、アルコール分が20
度未満のため使用できません。
　使用前にアルコール度数を
ご確認ください。

※上記以外にも使用できない物品
がありますので、ご注意ください。

【使用できる酒類】 【使用できる物品】

【使用できない物品】

アルコール分20度以上の
酒類

・ 糖類  ・ 梅　など

・ 米 、ぶどう（やまぶどうを含む。）
など
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自
家
製
梅
酒
の
注
意
事
項

　

　
た
だ
し
、低
所
得
で
あ
っ
て
も
未
申
告
で
す
と
軽

減
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、国
保
税
用
の
所
得

申
告
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

国
保
税（
普
通
徴
収
）の
納
期

　
な
お
、納
期
は
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
毎
月

（
全
８
回
）で
す
。

　
固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１
日（
賦
課
期
日
）現

在
に
、土
地・家
屋
や
償
却
資
産
の
所
有
者
と
し
て
、

登
記
簿
や
課
税
台
帳
に
登
記
ま
た
は
登
録
さ
れ
て

い
る
方
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
は
、評
価
額
を
基
に

算
定
さ
れ
た
価
格
で
す
。

　
た
だ
し
市
町
村
の
区
域
内
に
同
一人
が
所
有
す
る

土
地・家
屋・償
却
資
産
の
課
税
標
準
額
が
、次
の
金

額
に
満
た
な
い
場
合
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
土
地
30
万
円
　
▼
家
屋
20
万
円
　
▼
償
却
資
産

１
５
０
万
円

　
税
額
の
計
算
方
法
は
、課
税
標
準
額×

税
率
1.4
％

で
す
。

固
定
資
産
税
の
納
期

▼
１
期
＝
７
月
　
▼
２
期
＝
９
月
　

▼
３
期
＝
11
月
　
▼
４
期
＝
翌
年
２
月

●
町
県
民
税・固
定
資
産
税・国
民
健
康
保
険
税
の

第
１
期
と
全
期
前
納
の
納
期
限
は
７
月
31
日（
月
）

で
す
。

●
町
税
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き

ま
す
。納
期
を
ご
確
認
の
う
え
、お
間
違
え
の
な
い

よ
う
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
家
庭
で
梅
酒
を
造
る
際
に

は
、酒
税
法
の
規
定
に
よ
り
使
用

で
き
る
酒
類
や
、使
用
で
き
る
物

品
等
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
お
酒
に
つ
い

て
の
Ｑ
＆
Ａ
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

和
歌
山
税
務
署
か
ら

和
歌
山
税
務
署
か
ら注１　自家製梅酒等は、あくまでも自ら飲むことを目的としてのみ認められて

　　  いますので、他人に提供・販売・譲渡することは禁止されています。
　２　料飲店や旅館等が自家製梅酒をお客様に提供する場合には、事前
　　  に書類の提出が必要となりますので、ご注意ください。

7月11日（火）～20日（木）いっしょに楽しみましょう！お待ちしています。

《運動の重点》
★子供と高齢者の交通事故防止
　（事故に遭わない、おこさない）
★飲酒運転の根絶
★歩行中、自転車乗用中の交通事故防止（自
　転車については、特に自転車安全利用五
　則の周知徹底）

7月15日（土）18：00～20：00
南部幼稚園園庭
どなたでも参加できます。

18：10～18：30　盆踊り
18：30～　　　 券販売（今年は遅くなっています。）
18：30～19：40　 お店開店・お店回り

かき氷・どっきりくじ・光るおもちゃなどあります。

日　時
場　所
対　象
プログラム

お店内容

☆毎年楽しみにしていただいていましたバザーは
今年中止になります。ご了承ください。

固
定
資
産
税

わかやま夏の全国交通安全運動南部幼稚園  親子夏まつり
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乳幼児健診　（場所　ふれ愛センター）
受付時間１２：４５～１３：１５

４・10か月児健診
（平成29年3月・平成28年9月生まれ） 7月28日（金）

健　診　名 実　施　日

センター
だより
センター
だより

（健康長寿課）

TEL：74－3337　FAX：74－8013TEL：74－3337　FAX：74－8013

2歳6か月児健診
（平成26年12月・平成27年1月生まれ）
3歳6か月児健診
（平成25年12月・平成26年1月生まれ）

7月  5日（水）

7月26日（水）

二種混合
（ジフテリア・破傷風）小学6年生 7月1日～8月31日

予防接種名 対象 接種期間

日本脳炎2期 小学4年生 8月1日～9月30日

7月のおひさま広場（保育所開放）

献血にご協力を

トレーニング教室

◆日　時
◆場　所
◆対　象

7月27日（木）13：30～15：00
ふれ愛センター　
妊婦または小さなお子さんの保護者

◆日　時

◆対　象

◆場　所

７月７日（金）
午前10時～11時30分
平成28年12月、平成29年1月
生まれのお子さんと保護者
ふれ愛センター
※参加申込みが必要です

■マタニティのお母さん同士の仲間づくりの場です。
■助産士、栄養士、保健師も参加します。
ぜひ、遊びに来てください。

7月7日・14日・21日・28日の金曜日。

18：00～21：00　トレーニングマシン等による自由運動
20：00～21：00　健康リズム体操（音楽に合わせて行う
　　　　　　 楽しい体操です。）

参加費は無料。

  9：00～11：00　みなべ町役場
12：30～15：00　介護老人福祉施設　虹様前
15：30～16：30　ふれ愛センター

　マタニティー＆ベビーサロン

予防接種のご案内

離乳食教室

　献血の際、恐れ入りますが、献血カードまたは本人
であることを証明できるもの（運転免許証など）をご持
参ください。

対象のお子さんには、案内状（予診票同封）を送り
ます。接種期間内に医療機関で受けてください。

場所 ： はあと館（社会福祉センター）

7月19日（水）

申込みは、ふれ愛センター（℡74-3337）へ。

※

◆清川保育所　（℡76-2251）　
◆南部保育所　（℡72-4520）
◆上南部こども園（℡74-3022）
　七夕まつり　７日（金）10：00～11：00

　七夕まつり　７日（金）10：00～11：00
　水あそび　 ２7日（木）10：00～11：00
　＊着替え・タオル持参（雨天は室内あそび）

◆高城保育所　（℡75-2044）

◆愛之園保育園（℡72-2371）

　プールで遊ぼう　20日（木）、25日（火）
                       　 9：45～10：30
　＊着替え・タオル・帽子・お茶持参（雨天中止）

　保育園まつりに行こう　29日（土）17：30～20：00
　＊駐車場は埴田球場をご利用下さい。（雨天中止）

（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）

＊申込みが必要です
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ミニドック健診のご案内

いきいき百歳体操のご案内

７月11日（火）
12日（水）
13日（木）
14日（金）
18日（火）
19日（水）
20日（木）

７月21日（金）
８月１日（火）
２日（水）
３日（木）
４日（金）
５日（土）
６日（日）

ふれ愛センター

受　診　場　所受　診　日受　診　場　所受　診　日

清川公民館

みなべ町役場

ふれ愛センター
※7/11は子宮がん
　検診はありません

※8/1は子宮・乳がん検診
　はありません

南道地区
東吉田地区
岩代地区【サロン・ド・輝（かがやき）】
埴田地区【埴田サロン】
北道地区【わかばサロン】

南道会館
東吉田会館
光照寺
埴田集落センター
北道区王子会場

毎週日曜日　午後１時30分～
毎週水曜日　午後１時30分～
毎週月曜日　午後１時～
毎週水曜日　午後１時～
毎週木曜日　午前９時30分

地　　区 場　　所 開催日時

　いきいき百歳体操は、準備体操、筋力体操、整理体操の３つの運動で
構成されています。
　DVDを見ながら、重さ調節が可能なおもりを手首、足首に巻き付けて
椅子に座って40分程度ゆっくりと手足を動かす体操です。
　町内では下記の5地区で開催されています。みなさんも一緒に体操しま
せんか？　お気軽にご参加ください。

　また、町では、他の地区の方にも参加していただきたく、『いきいき百歳体操の体験』も行っています。　
　体験や説明会を希望の地区は、みなべ町地域包括支援センター（℡74-8065）までお申込みを！

　申込みをお忘れの方は、ふれ愛センターまでご相談ください。
　今年度のミニドック（特定健診・がん検診など）の予定は、下記のとおりです。
　※特定健診の受診対象は、町国民健康保険に加入している35歳～75歳の方です。
　受診を申し込まれた方には、受診日などを記入した受診カードと問診票を、６月下旬か
ら順次お届けしています。届いたら、受診日と受診場所を確認してください。

事前に申込みのない方のとび込み受診はできません。

～９０歳を超えてからでも体力をつけることができます！！～

当日持ってくるもの　問診票、受診カード等、ご案内している封筒の中の書類すべて

受付時間　午前７時30分～10時

ミニドックの受診日＆受診場所

※指定の受診日時が都合の悪い方は、ふれ愛センターにご連絡ください。
（混雑を避けるため、受付時間を調整してご案内しています。）
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お問い合わせ先　田辺海上保安部管理課（℡22-2002）

海上保安官募集（平成30年４月採用）
　海上保安庁は、海の警察・消防・救急の仕事をしており、将来、海上保安官となる優秀な人材を求めています。
募集内容等は、下記のとおりです。

　県内の試験会場は和歌山市内となります。
　くわしくは、HP ：「海上保安庁学生採用」で検索していただくか、下記へお問い合わせください。

　吉野熊野国立公園（よしくま）みなべ海域公園地区は藻場や小型のさんご群集などがみられる海域であり、海
洋の生態系や多様性、漁業生産性の根幹を支えています。
　本海域の豊かな自然とその恵みを体験し、この素晴らしい環境の保護について考えてみませんか。

お問い合わせ先　みなべ町教育委員会教育学習課（℡74-3134）

ランニング教室参加者募集　みなべ町体育協会主催
　日頃の運動不足を解消したい方、これからランニングを始めたい方、ジュニア駅伝やマラソン大会で記録を向
上させたい方など、ランニング教室に参加して、みんなで一緒に楽しく走りませんか？ 

お知らせいろいろ

お問い合わせ先　NPO法人南紀子どもステーション （℡25-0523） （E-mail nanstn13@vm.aikis.or.jp）

よしくまアドベンチャー  in  鹿島でシュノーケル

日時・場所
主 催
実施内容

参加対象
参 加 費

平成29年8月26日（土）10：00～16：00　鹿島
環境省　近畿地方環境事務所
吉野熊野国立公園のみなべ町の海域についてのお話
シュノーケリング体験
小学生3年生～6年生（定員20名）
1人　4,500円（昼食代、保険料、レンタル代込み）
7月31日（月）までに下記連絡先に申込んでください。（定員になり次第申込終了）

日 程
場 所
対 象 者
講 師
募集コース
　 　

申 込 期 間
申 込 方 法

９月～１１月　毎週水曜日　19：30～21：00
南部小学校グラウンド　※雨天の場合は、南部高校体育館
小学校５年生以上の町内在住・在学・在勤の方
みなべ町体育協会陸上部員
上級コース（フルマラソンを完走出来る方）
中級コース（ハーフマラソンを完走出来る方）　　
初級コース（ジュニアまたは初心者向け）
平成２９年７月１０日（月）～８月１０日（木）まで（定員になり次第申込終了）　
みなべ町教育委員会教育学習課または、お近くの公民館にお申し込みください。
申込書（１８歳以下の方は、保護者の承認が必要）は、町内各公民館に置いています。

募集校

海上保安学校

募集期間
平成29年７月18日（火）

～27日（木）

申込方法

インターネット

１次試験
平成29年
９月24日（日）

受験資格
平成30年3月までに

高等学校卒業見込みの方など
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